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               天城の旧跡

 天城⾼校創⽴110周年記念式典に参加しました。
倉敷伊東市⻑の祝辞に「⽇本の歴史を⼤きく左右する歴史の⼀つに源平合戦
が有りますが、皆様の学ぶ天城⾼校はまさに天下分かれ⽬の戦いの⾏われた
場所です。あなた達が卒業し社会で活躍した時に、どうか⾃分は歴史ある地
で勉強したことを是⾮誇りをもって語ってほしい」と述べました。
そこで謡曲にも登場する藤⼾についてまとめてみました。



天
城
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藤⼾饅頭本店で映画の
ロケに使われました。



天城教会
県重要⽂化財



                        源平合戦
 
1180年4⽉           以仁王の挙兵 
1180年8⽉１７⽇  ⽯橋⼭の戦い 源頼朝挙兵
1180年10⽉  ６⽇  富⼠川の戦い 頼朝が平⽒の追討軍に勝利
1183年5⽉１１⽇  倶利伽羅峠の戦い 信濃にて義仲挙兵
1183年10⽉  １⽇  ⽔島の戦い    義仲軍屋島を⽬指すも敗北
1184年1⽉          宇治川の戦い 義仲謀反のため頼朝の命で 
            義経上洛
1184年2⽉  ７⽇  ⼀の⾕の戦い 義経⼀の⾕の断崖を⾺で駆 
            け降り奇襲
1184年12⽉７⽇    藤⼾の戦い     源範頼と平幸盛の戦い
1185年2⽉１８⽇   屋島の戦い  範頼に加勢するため義経出
            兵、那須与⼀
1185年3⽉２４⽇   壇ノ浦の戦い 安徳天皇海に没する
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佐々⽊三郎盛綱騎⾺にて藤⼾の海を乗り渡る図
（岡⼭県⽴図書館所蔵）
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浮洲岩跡

醍醐寺三宝院庭園の
主⼈⽯
国の特別名勝、史跡
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誓紙の井⼾
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昔は海峡沖の⼩島でしたが、今は天
城⼩学校に隣接しています。
頂上に経塚と⽯塔姿（⿂塚）がある。
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信輝の⼦供が⼩さかったため、弟輝政の⼦供が岡
⼭城主となる。天城池⽥が本家筋になります。





天城池⽥2代⽬
池⽥由成の墓



海禪寺（天城池⽥家の菩提寺）
由成の⼦供のうち熊が⾚穂⼤⽯良昭に嫁ぐ、と墓誌に記載されている。その⼦供が良雄で⾚穂
浪⼠の⼤⽯内蔵助です。
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